
後
、
楢
葉
中
学
校
松
本
涼
一
校

人
熱
が
入
っ
た
た
め
か
時
間
が

長
先
生
よ
り
「
双
葉
郡
小
中
学

超
過
し
、
現
職
校
長
先
生
ま
で

校
の
今
」
に
つ
い
て
講
話
を
頂

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
っ
と

戴
し
ま
し
た
。

し
た
よ
う
な
現
職
校
長
先
生
の

さ
ら
に
、
双
葉
南
・
北
小
学

顔
、
顔
。
こ
れ
も
慰
労
の
一
つ

校
石
井
智
明
校
長
先
生
が
、
現

か
と
退
職
会
員
の
苦
笑
い
。
談

在
も
い
わ
き
市
で
の
学
校
再
開

笑
の
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

な
が
ら
も
、
「
世
界
に
ひ
と
つ

に
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

【
今
年
も
紅
葉
間
近
と
な
り
】

双
葉
郡
内
小
・
中
（
高
）
学

の
双
葉
の
学
校
」
構
想
の
も
と

お
い
し
い
お
酒
・
料
理
を
提

令
和
七
年
十
一
月
七
日
（
金
）
、
ふ
る
さ
と

校
現
職
校
長
と
退
職
校
長
会
双

経
営
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
現
状

供
し
て
い
た
だ
い
た
双
葉
邸
様

双
葉
の
も
み
じ
が
色
鮮
や
か
に
な
る
に
は
少
し

葉
支
部
会
員
と
の
交
流
の
場
と

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
本
事
務

早
い
頃
、
令
和
七
年
度
「
紅
葉
会
」
が
双
葉
郡

な
る
こ
の
会
は
、
ま
さ
に
双
葉

し
た
。

局
よ
り
も
率
先
し
て
会
の
準
備

広
野
町
「
温
も
り
の
宿
双
葉
邸
」
に
お
い
て
開

支
部
存
続
の
生
命
線
と
な
る
も

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
職
校
長

催
さ
れ
ま
し
た
。

の
で
あ
り
、
双
葉
郡
教
育
復
興

会
事
務
局
の
方
々
に
心
よ
り
お

の
先
陣
に
立
つ
校
長
先
生
方
を

礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
あ

慰
労
す
る
会
で
も
あ
り
ま
す
。

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
双
葉
支
部
会
員
が

「
人
の
世
は
笑
顔
の
陰
に
感
謝

十
四
名
、
校
長
会
か
ら
も
十
四

あ
り
」

名
の
計
二
十
八
名
が
、
県
内
各

地
よ
り
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
都
合
に
よ
り

欠
席
と
な
っ
た
四
十
七
名
の
会

員
か
ら
は
、
本
会
及
び
現
職
校

長
先
生
へ
の
励
ま
し
の
メ
ッ
セ

【
懇
親
・
慰
労
】

ー
ジ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
度
ま
で
支
部

【
学
校
の
状
況
】

長
を
務
め
ら
れ
た
鈴
木
恵
一
先

懇
親
・
慰
労
会
の
前
に
、
小

生
の
ご
発
声
で
乾
杯
、
懇
親
会

野
田
敏
之
支
部
長
、
柳
沼
敏
文

に
移
り
ま
し
た
。
支
部
会
員
よ

双
葉
郡
小
中
学
校
長
連
絡
協
議

り
自
己
紹
介
・
近
況
報
告
を
頂

会
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

戴
し
ま
し
た
が
、
お
一
人
お
一

編集発行
福島県公立学校

退職校長会双葉支部
発行責任者
小野田 敏之
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

事 務 局
〒963-8025
福島県郡山市
桑野5－11－18
鈴木孝彦

090-7063-3587

臨時版

ふ
る
さ
と
の
秋
を
感
じ
て

松本涼一校長先生の講話

鈴木恵一先生の乾杯挨拶

温もりの宿
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っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
身

近
な
活
動
も
取
り
入
れ
た
い
と

今
年
度
は
、
新
入
会
員
一
名

価
高
に
は
困
っ
て
い
ま
す
。
経

考
え
て
い
ま
す
。

を
加
え
二
十
四
名
で
活
動
し
て

費
節
減
や
景
品
数
の
見
直
し
等

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

き
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
上
手
い

の
対
応
で
乗
り
切
っ
て
行
こ
う

す
。
一
緒
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ウ
ォ

人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
ゴ
ル

と
検
討
し
て
い
ま
す
。

軽
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

を
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
共
有
し

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

フ
好
き
が
集
ま
り
楽
し
ん
で
い

会
計

古
田

研
寿

ブ
は
、
会
員
が
四
名
、
年
七
回

て
お
り
、
提
供
者
へ
は
い
つ
も

ん
か
。
〝
ヤ
ッ
ホ
ー
〟

ま
す
。
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で

の
活
動
計
画
の
も
と
六
回
の
登

感
謝
で
す
。

書
を
捨
て
よ
野
山
へ
出
よ
う

月
一
回
、
年
間
八
回
の
コ
ン
ペ

山
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
四

部
長

庄
野

冨
士
男

を
予
定
通
り
実
施
し
ま
し
た
。

名
の
う
ち
三
名
が
十
数
年
前
か

会
場
は
、
県
内
外
か
ら
の
集
ま

ら
相
馬
マ
ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
ブ

り
や
す
さ
も
考
え
、
郡
山
周
辺

（
七
名
）
と
の
交
流
が
あ
り
合

の
ゴ
ル
フ
場
で
す
。
毎
回
二
十

同
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ

人
前
後
の
参
加
者
が
あ
り
、
会

の
経
緯
で
今
年
度
も
相
双
登
山

員
数
の
割
に
は
参
加
率
が
高

ク
ラ
ブ
の
名
称
で
一
緒
に
活
動

く
、
盛
況
で
す
。

し
て
お
り
ま
す
。
活
動
日
は
土

月
一
回
の
コ
ン
ペ
で
す
が
、

曜
日
で
す
。
六
月
～
十
一
月
（
八

現
在
の
住
ま
い
や
家
族
の
状

月
を
除
く
）
、
各
登
山
口
に
九

況
、
同
僚
の
消
息
な
ど
の
情
報

時
集
合
。
各
自
が
そ
こ
へ
車
で

交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

○
今
年
度
で
長
く
事
務
局
長
を

向
か
い
ま
す
。
歩
行
時
間
は
上

た
、
体
の
あ
ち
こ
ち
の
痛
み
や

務
め
ら
れ
た
遠
藤
弘
通
先
生
が

り
下
り
で
約
四
～
五
時
間

。

薬
の
種
類
、
孫
の
世
話
等
、
お

お
辞
め
に
な
り
、
新
た
に
佐
伯

三
時
頃
に
は
登
山
口
へ
戻
り
ま

互
い
の
近
況
報
告
で
ゴ
ル
フ
以

哲
夫
先
生
が
事
務
局
長
に
な
り

す
。
家
族
の
参
加
も
可
能
で
す
。

外
の
盛
り
上
が
り
も
見
ら
れ
ま

ま
す
。
遠
藤
先
生
大
変
お
疲
れ

三
名
以
上
で
山
行
実
施
で
す
。

す
。
毎
回
、
珍
プ
レ
イ
好
プ
レ

様
で
し
た
。

同
好
の
士
の
集
ま
り
な
の
で
、

今
後
の
課
題
は
、
出
没
の
恐
れ

イ
連
続
の
双
球
会
で
す
が
（
も

○
各
月
の
コ
ン
ペ
結
果
は
、
民

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
毎

が
大
き
い
熊
対
策
で
す
。
額
取

ち
ろ
ん
、
珍
プ
レ
イ
の
方
が
多

報
・
民
友
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

回
話
が
弾
ん
で
い
ま
す
。
山
頂

山
で
は
会
員
が
遭
遇
し
、
そ
の

い
）
、
来
年
度
も
会
員
の
皆
様

い
ま
す
。
第
二
金
曜
日
後
の
コ

で
の
昼
食
や
下
山
後
の
入
浴
な

姿
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
万
全

と
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動

ン
ペ
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ど
も
格
別
の
楽
し
み
で
す
。
登

の
準
備
と
安
全
な
行
動
で
楽

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
令
和
七
年
度
の
各
月
チ
ャ
ン
ピ

山
後
の
写
真
や
山
行
記
録
な
ど

し
く
山
歩
き
を
続
け
た
い
と
願

最
後
に
、
本
会
も
昨
今
の
物

オ
ン
を
次
頁
に
記
載
し
ま
す
。

☆
登
山
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
同
好
会

10月口太山山頂にて

※参考 ＜令和7年相双登山クラブ登山活動＞

１ 6月7日 高柴山(884m)小野町 浮金登山口 6名

2 6月28日 額取山(1,008m)郡山市 御霊櫃峠 3名

3 7月12日 日山(天王山)(1,054m)二本松市・葛尾村 田沢登山口(下) 7名

4 9月6日 西吾妻山(2,035m)北塩原村 天元台ロープウェイ 中止

5 9月27日 安達太良山(1,700m)二本松市 あだたら高原スキー場 3名

6 10月4日 口太山(842m)二本松市・川俣町 大綱木登山口 3名

7 10月18日 霊山(825m)伊達市 霊山登山口 4名

8 11月8日 国見山(561m)南相馬市 高ノ倉ダム駐車場 3名

☆
ゴ
ル
フ
同
好
会

（
双
球
会
）

ラウンド前の朝の会

「昼は何食うかな・・・？」

臨時版第27号(2) 福島県公立学校退職校長会双葉支部会報「双風」 令和8年2月27日



い
き
、
そ
の
処
理
に
辟
易
と
し

私
自
身
、
加
齢
と
と
も
に
今

令
和
七
年
度

て
い
た
。
そ
こ
で
、
町
内
会
で

の
世
の
中
の
変
化
に
対
応
で
き

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
依
頼
し
、
そ

ず
、
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
が
多

う
い
っ
た
猫
の
不
妊
処
置
を
し

い
。
今
ま
で
が
正
し
い
と
い
う

た
り
、
保
護
し
た
り
し
て
も
ら

考
え
で
凝
り
固
ま
っ
て
来
て
い

っ
た
り
し
た
。
お
か
げ
で
、
ね

る
の
だ
ろ
う
。
少
し
立
ち
止
ま

令
和
七
年
十
月
二
十
九
日

こ
の
ふ
ん
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
、
相
手
の
気
持
ち
や
立
場

(

水)

、
薄
が
風
に
揺
れ
る
秋
晴

松
本

浩
一

氏

っ
た
。
私
は
「
野
良
猫
」
が
い

を
く
み
取
る
寛
容
さ
を
持
つ

れ
の
日
、
令
和
七
年
度
の
学
校

郡
山
市
に
住
ん
で
十
三
年
が

な
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

「

好

々

爺

」

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
支
部
役

経
つ
。
す
で
に
地
区
に
慣
れ
、

て
い
た
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方

に

な

り

た

い

員
四
名
が
、
午
前
中
富
岡
小
・

今
年
は
町
内
会
の
役
員
ま
で
仰

は
、
こ
れ
ら
の
猫
を
「
保
護
猫
」

も
の
だ
。

中
学
校
を
午
後
は
葛
尾
小
・
中

せ
つ
か
り
、
地
区
行
事
の
お
世

と
呼
ん
で
い
た
。
決
し
て
「
野

学
校
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

話
役
を
務
め
て
き
た
。
町
内
会

良
猫
」
と
は
呼
ば
な
い
。
同
じ

ま
し
た
。

役
員
は
月
初
め
の
土
曜
日
に
打

猫
で
も
、
立
場
や
と
ら
え
方
に

富
岡
小
・
中
学
校
で
は
、
半

ち
合
わ
せ
が
あ
り
、
さ
ら
に
は

よ
っ
て
「
野
良
猫
」
に
も
な
り

杭
千
歩
校
長
先
生
か
ら
学
校
経

旅
行
や
お
祭
り
、
奉
仕
作
業
等

「
保
護
猫
」
に
も
な
る
。

営
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の

の
地
区
行
事
に
出
る
こ
と
が
要

こ
う
い
う
事
っ
て
、
世
の
中

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

求
さ
れ
る
。
こ
う
な
る
と
時
間

に
は
い
く
つ
も
あ
る
と
思
う
。

併
設
型
小
中
連
携
校
の
良
さ

的
に
制
約
も
あ
り
な
か
な
か
ゆ

最
近
、
世
の
中
が
世
知
辛
く
な

を
生
か
し
た
『
富
岡
な
ら
で
は

☆
池
ぽ
ち
ゃ
に
わ
れ
泣
き
ぬ
れ

っ
く
り
で
き
な
い
が
、
地
区
の

っ
た
せ
い
か
、
少
し
で
も
自
分

の
教
育
』
の
推
進
（
小
中
乗
り

て
カ
モ
と
た
は
む
る

方
と
の
交
流
も
そ
れ
な
り
に
楽

の
考
え
と
違
う
と
、
相
手
を
責

入
れ
授
業
、
小
中
合
同
行
事
等
）

（
ネ
ッ
ト
よ
り
）

し
ん
で
い
る
。

め
る
よ
う
な
風
潮
が
強
く
な
っ

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

さ
て
、
こ
の
一
月
の
町
内
会

て
い
る
と
感
じ
る
。
特
に
匿
名

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し

役
員
会
に
出
た
と
き
の
こ
と
。

性
の
高
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
等
で
そ
れ

た
。
廊
下
で
す
れ
違
う
子
ど
も

私
の
住
む
郡
山
市
鶴
見
坦
地

が
顕
著
な
よ
う
だ
。

た
ち
か
ら
も
元
気
な
挨
拶
を
も

区
で
は
、
こ
こ
何
年
か
「
野
良

ら
い
ま
し
た
。

「
叶
え
た
い

歳
は
百
ま
で

猫
」
が
自
宅
の
庭
に
「
ふ
ん
」

葛
尾
小
・
中
学
校
で
は
、
佐

ス
コ
ア
は
八

ま
で
」

を
し
て
い
き
困
っ
て
い
る
話
が

藤
秀
敬
小
学
校
長
、
横
田
和
典

0

「
楽
し
さ
と

み
じ
め
さ
と

多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
実
は
私

中
学
校
長
の
両
校
長
先
生
よ
り

体
痛
さ
と
」

の
家
の
庭
に
も
、
何
度
と
な
く

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

b
y

双
球
会

よ
そ
の
猫
が
「
ふ
ん
」
を
し
て

小
規
模
・
少
人
数
学
校
だ
か

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

令
和
七
年
十
月
三
十
日
、
門

馬
孝
義
先
生
（
九
十
二
歳
）
が

逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
十
一
月
五
日
、
大

河
原
正
二
先
生
（
九
十
四
歳
）

が
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
一
月
八
日
、
猪
狩

保
先
生
（
一

一
歳
）
が
逝
去

0

な
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
、
御
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年度 双球会月別優勝者・参加者(会場)

☆4月（第３０回）横山 浩志 グロス84(HD36)19名参加(大玉CC)

☆5月(第３１回)井戸川 浩 101(HD36)２１名参加(東都郡山CC)

☆6月（第３２回）横山 浩志 8７(HD１７)15名参加(大玉CC)

☆7月（第33回）吉田 隆見 8１(HD１0)17名参加(東都郡山CC)

☆8月（第34回）井戸川 浩 93(HD22)20名参加(東都郡山CC)

☆9月（第35回）庄野 冨士男 82(HD9)16名参加(大玉CC)

☆10月（第36回）古田 研寿 9１(HD21)16名参加(東都郡山CC)

☆11月（第37回）寺岡 弘之 92(HD15)13名参加(大玉CC)

松本浩一先生

☆
皆
様
の
「
お
も
い
」
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
四
百
～
五
百
字
程
度

○
お
写
真
等
あ
れ
ば
同
封
・
添
付

【
郵
送
】双
風
表
題
下
事
務
局
へ

【
メ
ー
ル

】C
s
7
t
-
s
z
k
@
a
s
a
h
i-
n
e
t
.o
r.jp
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ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
育
て
な

お
い
て
も
機
会
あ
る
ご
と
に
関

の
庶
務
を
青
田
先
生
か
ら
引
き

現
在
は
、
郡
山
市
湖
南
町
に

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
か

係
機
関
に
要
望
し
て
参
り
た
い

継
ぎ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年

居
を
構
え
、
教
員
を
退
職
す
る

に
見
据
え
、
経
営
に
取
り
組
ん

と
思
い
ま
す
。

三
月
十
日
に
理
事
会
を
開
催

数
年
前
に
始
め
て
い
た
趣
味
の

で
お
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
伝
わ

し
、
四
月
の
支
部
総
会
を
迎
え

木
工
を
再
開
し
、
木
工
の
奥
の

っ
て
参
り
ま
し
た
。
三
春
で
の

る
準
備
が
整
っ
た
翌
日
、
ま
さ

深
さ
に
悩
み
な
が
ら
も
、
色
々

学
校
再
開
を
経
て
ふ
る
さ
と
葛

か
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

な
形
の
器
は
勿
論
、
木
軸
ペ
ン

尾
で
の
学
校
教
育
が
叶
う
こ
と

力
発
電
所
の
事
故
。
そ
の
時
は
、

や
寄
せ
木
の
ト
レ
イ
な
ど
の
製

へ
の
感
謝
と
か
地
域
全
体
で
の

大
熊
町
教
育
委
員
会
に
週
四
日

作
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

教
育
の
実
現
を
め
ざ
す
姿
勢
を

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

深
く
感
じ
ま
し
た
。

大
熊
町
が
会
津
若
松
市
へ
全
町

避
難
す
る
の
に
伴
い
、
当
時
の

武
内
教
育
長
か
ら
河
東
地
区
へ

私
が
二
十
歳
の
時
、
父
が
四

の
学
校
立
ち
上
げ
の
命
を
受

十
六
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の

け
、
全
国
、
全
世
界
か
ら
の
ご

で
、
ま
さ
か
自
分
が
喜
寿
を
迎

支
援
に
感
謝
し
な
が
ら
、
学
校

富
岡
町
、
葛
尾
村
両
教
育
委

え
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
も
お
り

再
開
に
あ
た
り
ま
し
た
。
い
つ

員
会
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
職

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
時
が
流
れ
、
七
十
歳
を
機

員
の
皆
様
、
今
回
の
学
校
訪
問

教
員
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
を

に
退
任
す
る
ま
で
学
校
教
育
に

を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

振
り
返
る
と
、
振
り
出
し
は
、

携
わ
れ
た
の
は
自
分
で
も
驚
き

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

郡
山
市
立
片
平
中
学
校
。
そ
れ

で
し
た
。

ま
し
た
。

以
降
、
福
良
中
学
校
（
一
年
で

ふ
る
さ
と
で
の
学
校
再
開

湖
南
中
学
校
と
統
合
）
、
郡
山

は
、
願
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
で

第
六
中
学
校
、
福
島
大
学
教
育

は
な
く
、
課
題
も
出
て
参
り
ま

学
部
附
属
中
学
校
、
県
中
教
育

す
。
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

事
務
所
、
そ
し
て
、
教
頭
と
し

続
く
こ
と
、
地
域
に
居
住
す
る

て
大
熊
中
学
校
、
浪
江
中
学
校
、

教
員
が
不
足
す
る
こ
と
、
特
別

相
双
教
育
事
務
所
、
校
長
と
し

支
援
体
制
充
実
の
必
要
性
等
々

て
楢
葉
中
学
校
、
大
熊
中
学
校
、

様
々
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

最
後
に
浪
江
中
学
校
に
奉
職
さ

す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

け
、
退
職
校
長
会
双
葉
支
部
に

退
職
と
同
時
に
、
双
葉
支
部

双葉郡の教育

充実を願って

喜
寿
ま
で
を

振
り
返
っ
て

鈴
木

恵
一
氏

編

集

後

記

○
ト
リ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季

五
輪
、
日
本
の
活
躍
に
胸
が
躍

り
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
に
向
か
っ

て
諦
め
な
い
、
逃
げ
な
い
、
怖

じ
気
づ
か
な
い
、
攻
め
る
、
攻

め
る
攻
め
る
姿
が
眩
し
い
で
す
。

雪
を
氷
を
削
る
エ
ッ
ジ
の
激
し

い
音
、
吹
き
す
さ
ぶ
風
、
若
者

た
ち
の
戦
う
姿
が
本
当
に
素
敵

で
う
ら
や
ま
し
い
の
で
す
。
若

い
頃
に
は
戻
れ
な
い
が
、
夢
を

追
う
若
者
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈

る
自
分
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

次
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
だ
な
、
頑
張
れ

日
本
！

○
広
報
「
松
風
」
に
、
会
員
の

庄
野
冨
士
男
先
生
が
執
筆
さ
れ

た
「
趣
味
と
生
き
が
い
」
に
つ

い
て
の
玉
稿
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
来
ま

す
ね
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。

富岡、半杭校長先生と

葛尾、佐藤・横田校長先生と

寄せ木のトレイ、お皿、お椀、

木のおもちゃ等の力作の数々
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